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　　4．　インターフェロンα／βによる実験的自己免
　　　　　疫叫ぶどう膜網膜炎の抑制
（眼科学教室）　　　　　　慶野　　博，岡田アナベル，
　　　　　　　　　　　　　深井　　徹，坂井　潤一，
　　　　　　　　　　　　　臼井　正彦
目的：実験的自己免疫性ぶどう膜網膜炎（EAU）の発症に
はリンパ球や好中球が関与していることが知られている。
今回我々は免疫担当細胞に対して多面的生物活性を有す
ることが知られているインターフェロン（IFN）α／βをEA
Uモデルに投与し，その抑制効果について検討した。
方法：IRBP50μgと完全アジュバントで免疫したルイス
ラヅトに，マウス天然型IFN一α／βを1匹あたり10万単
位，免疫当日より連続12日間筋肉内投与した1）接種後7
日目より前眼部の観察を行い，EAUの程度をスコア化し
た。さらに免疫後，8，10，12日目に眼球を摘出し，組
織学的検討を行った。またIRBP刺激下で培養した脾細胞
培養上清中のll－2，　IFN一γ，　IL一　4，　IL－10について測
定を行った1，
結果：細隙灯顕微鏡で観察した前眼部の炎症スコアでは，
免疫後12日目において非投与群で6．1±1．9に対し，IFN
投与群で3．5＋2．8と有意に軽症化を示した，、組織学的に
両群を比較したところ，IFN投与群で網膜内細胞浸潤お
よび組織破壊が軽度であり，視細胞外回の構築は保たれ
ていた。また培養上清中の全てのサイトカインにおいて，
両群問に有意差は認められなかった、，
結論：IFN一α／βはEAUの発症抑制に有効であることが示
された。
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（皮膚科学教室）
アトピー性皮膚炎における抗原貼布試験の検
討
　　　　　　　　磯部　環貴，玉城　　毅，
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（意義）アトピー性皮膚炎（以下AD）において抗原貼
布試験陽性の患者があるが，IV型アレルギー関与の根拠
の一つと考えるもの，1型反応のLate　phase　r’eact，ion
考えるもの，様々であって定説はない。そこで今回数種
の環境抗原でlgE　RAST測定と貼出試験を施行し両者の関
連性を検討した。
（対象と方法）当科外来通院中のADと対照健常人を対象
に血清総lgE濃度，ハウスダスト，ダニ，スギ，カモガ
ヤ，ブタクサの各抗原特異的lgE　RASTを測定し，同時に
上記抗原の48時間閉鎖貼布試験を施行した。四布試験に
は0．1％SLS添加白色ワセリンに各種抗原を0．5％濃度と
なるように混合し，抗原には鳥居薬品製アレルゲンエキ
スを使用した。
（結果と考案）二布試験陽性率は高くはないが，陽性例
での反応の強さは特異的lgE量と相関を示した。このこ
とは陽性二布反応がLate　phase　reaetionであることを
示唆している。
5．慢性関節リウマチにおける末梢血リンパ球の薬剤感受性
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【目的】慢性関節リウマチ（RA）患者の末梢血リンパ球に対
する、プレドニゾロン（PSL）とメチルプレドニゾロン（MPSL）
及びメトトレキサート（MTX）の感受性（IC50）を比較した。
【対象】ARAの分類基準（1987年）を満たすRA患者65例、
男性15例、女性50例　平均年齢59．9：歳。　【方法】患者末梢血
リンパ球を分離、Con　Aと各薬剤の段階濃度希釈溶液を添加
後、培養し、リンパ球の増殖抑制率をMTr法で測定。リンパ
球の増殖を50％抑制する薬剤濃度をIC50（ng／mL）とした．
【結果】全RA患者、さらに臨床的背景、使用薬剤で月間比較
してもPSLとMPSLのIC50値には有意差がなかった．また
PSLとMPS　しに高度な抵抗性を示す症例は存在しなかった。
一方、MTXのIC50では、抵抗性を示す5例が存在した．この
抵抗性群5例はすべてPSLを内服しており、　PSLを内服中の
26例における臨床的検討では、抵抗性群5例中3例に関節外症
状として肺線維症を認めたが、非抵抗性群21例においては認
められなかった。【まとめ】1，RA患者では、　PSLとMPSLの
感受性に有意な差は認めなかった。2．PSL内服中のRA患者に
おいて、MTXのIC50値は2群に分かれ、抵抗性群では肺線維
症を有する患者が多くみられた。
7．びまん性汎細気管支炎（DPB）にお、ける気管支肺胞洗浄
液中の細胞分画の検討一特に難治性症例のリンパ球サブ
セットを中心として
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【目的】DPBはEM少量長期療法によりその予後は著しく
改善したが，難治性症例が存在することも事実である．
我々は，難治性DPBでのBALF中の細胞分画およびリンパ
球サブセットについて検討した．
【方法】DPB患者10例，健常者10例を対象とし，マクロ
ライド剤少量長期療法により自覚症状，画像所見の改善
を認めた群（Responsive　DPB）と改善を認めなかった群
（RefraCtory　DPB）に分け比較検討した．　BALF中のリンパ球
サブセットに関してはflow－cytometoryを用いて測定した．
【結果】難治性DPB群ではBALF中の，総細胞数，好中球
リンパ球が健常群，改善群に比して有意に増加しており，
リンパ球サブセットはCD8＋ce皿，　CD8＋S6F　1＋ce11（activated
cylotoxic　T　ce皿）が有意に増加し，　CD4／8の低下を認めた．
【総括】難治性DPBでは，　BALF中の細胞分画，リンパ球
サブセットの異常が継続しており，マクロライド剤少量
長期療法にも拘わらず，持続的な炎症が改善されていな
い可能性が示唆された．DPBでの治療反応性は，罹病期
間，治療開始までの病悩期間などに関係する可能性があ
り，より早期の治療が望ましいと考えられる．
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